
立教大学・経済学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８６

基盤研究(B)（一般）

2018～2016

厚生行政のオーラルヒストリー－終戦後の制度再建から介護保険の創設まで

An Oral History of Social Policy:From the reconstruction of social security in 
the immediate postwar period to the establishment of long term care insurance

００２２６４１６研究者番号：

菅沼　隆（SUGANUMA, Takashi）

研究期間：

１６Ｈ０３７１８

年 月 日現在  元   ６ １６

円    12,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、オーラルヒストリー研究の手法を用いて、戦後社会保障政策の展開につ
いて検討を行った。戦後の社会保障政策に関与した7名の厚生官僚と2名の研究者のオーラルヒストリー記録を作
成した。インタビューを通じて、社会保障の政策決定プロセスにおいて様々な政策提案がなされる経緯および取
捨選択される経緯などを検討した。

研究成果の概要（英文）：This research investigated the social policy development in post-war Japan 
by the oral history method. Our research team collected oral history interviews of the seven 
bureaucrats worked in the Health and Welfare Ministry and two social scientists. Through the 
interviews, this research analyzed the backgrounds of the social policy proposals and choices in the
 social policy-making processes.

研究分野：社会政策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、戦後の厚生行政の形成過程に関するオーラルヒストリーを記録した。また本研究では、実施した聞き
取りと史資料との照合を行い、その証言の確かさや新規性等を総合的に検討した。具体的な成果としては、オー
ラルヒストリー報告書の作成、オーラルヒストリーを用いた学術論文の執筆、戦後社会保障に関する書籍の公刊
を行った。公刊した書籍は重版されるなど、本研究の学術的意義は広く認められたものと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究の目的は、オーラルヒストリーの手法を用いて、厚生行政のキーパーソンの証言や回
想の記録を保存することである。これまでも本研究チームはオーラルヒストリー研究に従事し、
その聞き取り記録を公刊してきた。研究を実施する中で、厚生官僚の聞き取りの内諾を順調に
得ており、この研究参加の流れを止めることは今後の歴史研究に大きな損失となると考えた。
そこで本研究は、前回の研究を発展させ、対象期間も 1980年代半ば～2000年まで延長し、さ
らには年金・医療保険のみに留まらない厚生行政全般の聞き取りを進めることとした。その取
り組みから、戦後の厚生行政の証言アーカイブズを生み出すような研究とすることを当初の目
標として掲げた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、厚生官僚の証言を通じて、戦後の厚生行政の形成過程を明らかにすることを目的
とする。その証言から、史資料や行政資料から読み取れない政策決定プロセスの記録を行う。
そして本研究で実施した聞き取りと史資料との照合を行い、その証言の確かさや新規性等を総
合的に検討する。 
具体的には、オーラルヒストリー報告書の随時の公表と史資料との総合的検証、戦後の厚生
行政に関する書籍の公刊を目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、テーマ・オーラルヒストリー（特定の政策課題に関する複数の関係者より聞き
取りを行う手法）という手法を用いた。研究体制として(1)年金部会、(2)医療部会、(3)介護・
福祉部会、（４）史資料部会を設置し、合同研究会・報告会にて各部会での聞き取りと史資料の
照合を行った。 
 テーマ・オーラルヒストリーの手法を用いて研究プロジェクトを運営する際は、以下のよう
な手続きで実施した。①テーマの設定、②インタビュー対象者の選定・交渉、③インタビュー
対象者の職歴・業績とテーマの関連の検討、④インタビューの実施、⑤記録の確認および次の
インタビューのための振り返り、⑥研究結果の公表やオーラルヒストリーの公開である。 
 
４．研究成果 
 
本研究班の成果としては、まず、9 冊のオーラルヒストリー報告書を公刊することができた
ことがある。1980 年代の社会保障改革や介護保険の導入実施に関する議論を中心に厚生官僚 7
名の聞き取りを行った。加えて、社会保障研究者の聞き取りを行い、自身の研究歴と政策への
関わりなどについて証言していただいた。 
厚生官僚に聞き取ったテーマには、［医療保険］は 1982 年老人保健法の制定、1984 年の健康
保険法改正、2002 年の健康保険法改正など医療保険改正などがあり、また［年金保険］は 1994
年年金改正などついて聞き取りを行うことができた。また[介護保険]は制度創設時の検討状況
や法律化までの政治過程など、オーラルヒストリーならではの聞き取りとなった。1980 年代以
降の社会保障改革についての重要な証言を得ることができたといえる。加えて、最新の動きと
して、社会保障と税の一体改革などについて証言を得ることができた。 
こうしたオーラルヒストリー報告書の作成のほかに、社会保障の歴史研究を進めた。具体的
には、週刊社会保障で連載「厚生官僚オーラルヒストリー研究」と題して、厚生官僚の証言を
用いながら、戦後の社会保障を通史的に検討した（全 7回）。また国立社会保障・人口問題研究
所の機関誌『社会保障研究』の特集「戦後社会保障改革史―オーラルヒストリーと史資料で描
くその軌跡―」において、研究班の数名が個々の社会保障改革（例えば、国民年金法の形成や
1980 年代の医療保険改革）についての学術論文を寄稿した。また研究のまとめとして、『戦後
社会保障の証言－厚生官僚 120 時間オーラルヒストリー』を出版した。 
以上のように、オーラルヒストリー証言の記録ばかりでなく、証言録を利用した学術論文の
執筆や書籍を編集することで、本研究の学術的意義を公開することに努めた。 
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